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災
害
に
備
え
て
“
今
”
で
き
る
こ
と

防
災
訓
練
に

　
家
族
み
ん
な
で

　
　
　
参
加
し
よ
う

　
午
前
８
時
、
同
報
無
線
か
ら
流
れ
る
サ
イ
レ
ン
が

地
震
発
生
の
合
図
で
す
。
地
震
が
発
生
し
た
と
仮
定

し
て
、
避
難
訓
練
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
後

は
自
治
会
や
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
お
よ
び
消
防

団
の
指
示
で
訓
練
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

★
訓
練
の
内
容

１
．各
地
区
・
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
訓
練（
全
地
区
）

２
．
関
係
機
関
、協
定
団
体
な
ど
と
の
連
携
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
山
町
金
山
第
２
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 【
総
務
部
・
防
災
情
報
課
】

 　

災
害
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
４
月

13
日
に
、
兵
庫
県
の
淡
路
島
で
発
生
し
た
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
も
、

発
見
さ
れ
て
い
な
い
断
層
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
す
。

　

下
呂
市
で
も
阿
寺
断
層
帯
で
の
地
震
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
地
震
は
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
災
害
は
自
然
が
相
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　

防
災
訓
練
を
機
に
、
家
の
中
の
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
な

ど
各
自
・
家
族
で
今
一
度
確
認
し
、
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

下呂市総合防災訓練
９月１日（日）午前８時から　市内各所において
～震度６強　下呂市を震源とする巨大地震が発生～

※写真はすべて昨年度の防災訓練の様子です。
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下呂市青少年育成顕彰「わかあゆ賞」受賞者

１号顕彰【学芸・文化】
杉山蒼、早川香穂、小畑諒晟、佐々木琴音、長尾清
可、小林主、水口一樹、今瀬拓音、小川遥、岩垣龍
空、二ッ谷和那美、小林未桜、藤原健太郎、今井創
太、青木望希、松井銀矢、青木麻里杏、井戸希、木
村江里菜、舩坂春樹、丸山史織、田城遥、伊藤萌々香、
舩坂玲奈、青木優奈、二村実希、末武鋭也、打越和
弥、今井謙介、田口裕太、内木朝飛、益田清風高校
地域研究、益田清風高校社会探究、益田清風高校自
然科学同好会、工藤憂子、熊﨑真由、河合春来、中
島綾香、青木悠樹奈、今井菜摘

２号顕彰【スポーツ】
小池譲也、市村紅葉、神戸幹也、日下部真優、松井
亜美、梅田莉樹子、青木天平、伊藤勇吏、杉山郁香、
塚中彩海、中村光希、中島智衣、勝野ひかり、河島
圭伍、大前美鈴、今井美彰、片岡宏王、水野初帆、
岩佐芽衣子、齋藤里華

３号顕彰【奉仕】
下呂市ジュニアリーダーズクラブ

４号顕彰【善行】
梅田佳那、進藤久実、中島菜摘、田口啓太、林蓮
　
　以上、４団体と 62 人の皆さんが受賞されました。
　おめでとうございました。

下
呂
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

第
８
回
下
呂
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
小
坂
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
、
奉
仕
の
各
分
野
で

活
躍
し
た
青
少
年
を
表
彰
す
る

「
わ
か
あ
ゆ
賞
授
与
式
」
や
「
少

年
の
主
張
下
呂
市
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
わ
か
あ
ゆ
賞
で
は
４

つ
の
団
体
と
62
人
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

少
年
の
主
張
下
呂
市
大
会
で

は
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
選
出
さ

れ
た
７
人
の
代
表
生
徒
が
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

感
じ
た
こ
と
や
、
海
外
派
遣
事
業

で
の
交
流
を
通
じ
て
の
思
い
な
ど

を
、
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
を

前
に
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

山
田
あ
さ
ひ
さ
ん
（
下
呂
中
３
年
）

の
「
大
丈
夫
」
が
、
優
秀
賞
に
青

木
愛め
ぐ
みさ
ん
（
竹
原
中
３
年
）
の
「
地

歌
舞
伎
と
わ
た
し
」
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
お
二
人
は
、
市
の
代
表

と
し
て
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会

飛
騨
地
区
選
考
会
へ
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。
ほ
か
５
人
の
発
表
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
倉
田
優
希
さ
ん

（
小
坂
中
３
年
）
▼
森
澤
香
乃
さ
ん

（
馬
瀬
中
３
年
）▼
安
田
勇
さ
ん（
萩

原
南
中
３
年
）
▼
阿
部
優
歩
さ
ん

（
金
山
中
３
年
）
▼
木
村
江
里
菜
さ

ん
（
萩
原
北
中
３
年
）

　
【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】 最優秀賞に輝いた山田あさひさん

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

　
　

市
制
10
周
年
を
記
念
し
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
下
呂
交
流
会
館

温ほ
っ
とア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
司

会
は
小
田
切
千
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ゲ

ス
ト
に
森
進
一
さ
ん
と
秋
元
順
子
さ

ん
を
迎
え
、
全
国
に
生
放
送
で
中
継

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
予
選
会
に
は
２
５
０
組
が

出
場
、
そ
の
中
か
ら
20
組
が
本
選
に

出
場
し
ま
し
た
。
１
５
０
０
人
も
の

観
客
が
見
守
る
中
、
岩
木
呂
精
吉
さ

ん
（
下
呂
市
幸
田
）
が
見
事
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
元
気

い
っ
ぱ
い
で
、
い
き
い
き
と
し
た

下
呂
市
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

　
　
【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

市制10周年記念「NHKのど自慢」

（敬称略）

本選に出場した 20 組の皆さん

　
　
　
　
　
★
下
呂
・
中
津
川

　
　
　
　
　

両
市
長
が
東
京
で

　
　
　
　
　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
津
川
駅

設
置
に
向
け
、
首
都
圏
で
の
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
両
市
の
市
長
ら

が
行
い
ま
し
た
。

　
　【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

★
ふ
る
さ
と
林
道「
椹
さ
わ
ら
だ
に谷
線
」完
成

　
小
坂
町
落
合
地
区
を
起
点
と

し
、
濁
河
地
区
に
至
る
椹
谷
林

道
の
全
長
17
・
８
キ
ロ
の
う
ち

新
た
に
２
・
３
キ
ロ
が
完
成
し
、

完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　【
農
林
部
・
林
務
課
】


